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持続可能な社会の構築を目指す環境教育は、「持続可能な開発のための教育（Ｅ

ＳＤ）」（＊５～９ページ参照）や、「持続可能な開発目標（ＳＤＧｓ）（＊10～11、98～107    

ページ参照）と関連付けながら指導をしていくことが大切です。本指導資料では、下

図のように、「環境教育」はＥＳＤに包含されていると捉え、ＥＳＤの様々な内容

の中で主に環境保全に関わるものを、「環境教育」における学習の対象として位置

付けています。また、「環境教育」を通して、環境保全と関わりのあるＳＤＧｓの

達成に貢献できるようにしていきます。

２ 本指導資料における「環境教育」、「持続可能な開発のための教育（ＥＳＤ）」
及び「持続可能な開発目標（ＳＤＧｓ）」の位置付け

「環境教育」と「持続可能な開発のための教育（ＥＳＤ）」及び「持続可能な開発目標（ＳＤＧｓ）」の関係図

持続可能な開発のための教育（ＥＳＤ）
Education for Sustainable Development

①人類が将来の世代にわたり恵み豊かな生活を確保できるよう

②現代社会における様々な（地球規模の）問題を、各人が自らの問

題として主体的に捉え、身近なところから取り組むことで

③問題の解決につながる新たな価値観や行動等の変容をもたらす。

持続可能な社会づくりの担い手を育む教育 ※１

ＥＳＤの様々な内容の中で、

主に環境保全に関わるもの

環境教育

【環境教育とは】
持続可能な社会の構築を目指して、家庭、学校、職場、地域その他のあらゆる場に

おいて、環境と社会、経済及び文化とのつながりその他環境の保全についての理解を
深めるために行われる環境の保全に関する教育及び学習

【対象とする主な内容】

  

  
【育成する資質・能力】
               

     

  

           

           

          

持続可能な開発目標（ＳＤＧｓ）
Sustainable Development Goals

ＥＳＤを通して、ＳＤＧｓの達成に貢献

持続可能な世界を実現する

ための 17 のゴール・ 169 の

ターゲット

A
資源の

循環

B
自然や生命

の尊重

C
生態系の

保全

D
異文化の

理解

E
共生社会の

実現

F
資源の

有限性

G
エネルギー

の利用

H
生活様式の

見直し

ア 環境を感受する能力

イ 環境に興味・関心をもち、自ら関わろうとする態度

ウ 問題を捉え、その解決の構想を立てる能力

エ データや事実、調査結果を整理し、解釈する能力

オ 批判的に考え、改善する能力

ケ 自ら進んで環境の保護・保全に参画しようとする態度

カ 公正に判断しようとする態度

キ 合意を形成しようとする態度

ク 情報を活用し、発信しようとする態度

持続可能な社会の実現

※２

※３

※１　「ユネスコスクールで目指すＳＤＧｓ　持続可能な開発のための教育（文部科学省：平成30年11月改訂）」より

※２　「環境教育等による環境保全の取組の促進に関する法律（平成24年10月施行）」より

※３　「環境教育指導資料【中学校編】（平成28年12月）　国立教育政策研究所教育課程研究センター」より作成

ＥＳＤ国内実施計画（平成 27 年ＥＳＤ関係省庁連絡会議決定）では、持続可

能な開発のための教育（ＥＳＤ）を次のように示しています。

また、第五次環境基本計画（平成 30 年４月閣議決定）には、「環境教育・環境

学習については、ＥＳＤの考え方を踏まえ、環境教育等促進法及び同法により国

が定める基本方針に基づいて持続可能な社会づくりの担い手として必要な資質

能力等を着実に育成する。」と明記されており、ＥＳＤの考え方を踏まえた「環

境教育・環境学習等の推進」が示されています。

ＥＳＤの概念図

さらに、環境教育等促進法基本方針（平成 30 年６月閣議決定）においても、「一

人一人の意識を変え、環境保全に主体性を持って取り組むようになること、そして、

それがいかされる社会経済の仕組み

を整えることにより、持続可能な社

会を目指していく必要があります。」

と明記されており、「私たちの目指

す持続可能な社会と環境の保全」と

して、意識の変革や主体的な取組の

必要性が示され、持続可能な社会の

構築を目指したＥＳＤの視点に立っ

た環境教育の充実が求められていま

す。

持続可能な開発のための教育（ＥＳＤ）３

持続可能な開発のための教育（ＥＳＤ）

生物多様性の喪失、資源の枯渇、貧困の拡大等、人類の開発活動に起因する

現代社会における様々な問題を、各人が自らの問題として主体的に捉え、身

近なところから取り組むことで、それらの問題の解決につながる新たな価値

観や行動等の変容をもたらし、もって持続可能な社会を実現していくことを

目指して行う学習・教育活動

人類が将来の世代にわたり恵み豊かな生活を確保できるよう、気候変動、




